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11p20 　ポ リ乳酸分解酵素の ポ リ・D ・乳酸及 びポ リ・L ・乳酸

　に 対 する選択性分解
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【目的 】PI
・
Dteinase 　K 、　 Pronnse 等の プ ロ テア

ー
ゼ及 び リパ ・一ゼ や ク チ ナ ー

ゼ様 酵 素に よ る ポ リ・L一乳酸 〔PLLA ｝の分 解が報 告 さ れ て い る．また ，ボ リー
D 一乳酸 〔PDLA ）分解 菌が報告 されて い る が、酵素分 解 に 関す る報告は な い 。
そ こ で、本研究 では re　tt の プ ロ テ ア

ー
ゼ及 び リパ

ー
ゼ の 分 解能 とそ れ らの

PDLA 及び PLLA に対す る選択性 を調べ た ．
【方法】PDI 八 PLLA を塩化 メチ レ ン に 溶 解さ せ 、各酵素 の 至 適pH の 緩衝

液 を加 え て超 音波攪拌 を行 っ た。得 られ た 分 散 液 ve60mC の 湯浴 に 浸けて

臭い が 無 くな る まで塩化 メチ レ ン を 揮 発 させ た もの を PDL へ及び PLLA の

懸濁液 とした。こ れ に 各酵素 を添加 し、それ ぞ れ の 至 適温度で 反応 を行 っ

た 。分解度は 波長660nlll に お け る吸 光度 の減 少 で測 定 した。また 、　 PDLA

及び PLLA キ ャ ス トフ ィル ム を作 成 し、各酵素 の至 適条件 で反応を行 い 、
GPC 及びX 線回折で 分 解度を 確認 した 。
【結 果】PLLA 分 解酵素 と して 知 られ て い る Pro しein 訊sc 　K はPLLA の 懸濁 液及

び フ ィ ル ム に 対 して 艮好 な 分 解性を 示 した が 、PDLA に対 して は全 く分 解

性 を不 さなか っ た 。しか し、PLLA 分 解能が 報告 され てい る Cり卿 ‘o幽 ∫ sp，
S−2 由来の クチナ

ー一
ゼ様 酵 素は PDLA を も分解 する こ とを見出 した。そ こで

．各種プ ロ テ ァ
ー

ゼ及 び リパ ーゼ の PLLA 及び PDLA に 対する選択 的分 解性

を調べ た結果 を報 告 す る ．ま た 、分解酵素は フ f ル ム に 対 して も分解 性 を

示 し、分 解後の フ ィ ル ム で は 結 躙 性が 低下 してい たこ とか ら、分 解機構 の

推察 を行 っ た 。
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【背 景 ・目的】最近、自然環境 中で の 生分 解性 に 優れ 、バ イ オ マ スか ら発酵
生 産 で き る 生 分解 性 プ

．
ラス チ ッ ク と して ボ リ ー

  一S一ヒ ド卩 キ シ 酪 酸
（PHB ）の工 業生産が 注 目されて い る．しか し、菌体内か ら抽出さ れた PHB

は、精製 が難 し く不純物 を含 んで い る ため 、成 形加 工 時に 異臭 を放つ な ど
の 問 題 が 指摘 され て きた。そこ で、精製が 容易な PHB の モ ノ マ ー、  一3一
ヒ ド ロ キ シ酪 酸 （t3HB ） をバ イオ マ ス か ら 発酵生産す る研究が 盛ん で あ る

1）．今 回、311B を 蒸留法 で精製 する た め 、　S日B の エ ステ ル 化に つ い て 検
討 し た の で 根告す る e

【実験 方法 ・結 果】tsHB の エ ス テル 化 は．酸触媒存在下 、還流法に よ り メ

タ ノ ール 、エ タ ノ ール 、プ ロ パ ノ
ー

ル 、ブタ ノ ール に つ い て 検討を行 っ た ．
得 ら れ た エ ス テル は減圧蒸留 した 後、NMR で確認 した 。
3HB エ ス テル の収 率 は、ア ル コ

ー
ル の 種類に 依存 した っこ の原込「ば、それ

ぞれ の ア ル コ ー一ル の沸点 に よ り還流温度が異 なる ため 、エ ス テ ル 化と高分
子 化 の反 応速 度 の 違 い が 反映 した もの と考え られた。ま た、3HB エ ス テ ル

の 蒸 留温 度 に よ る、ラ セ ミ化や 異性化、環状化に つ い て も検討を行 っ た 。

【背 ￥t・目的】亜熱帯海洋性気候に 属する 沖縄に は 多種多様 な生 物資源 が存

在 してお り、生息す る微生物の なか に も特異 な 性質を 持つ もの が含まれて

い ると考 えられる c 我 々 は産業系副産物等の 未利用バ イ オ マ ス を発酵 原料

として 、効率的に 乳酸生産 す る こ とを 目的 に、好 ア ル カ リ性微 生物 の ス ク

リ
ー

ニ ン グを行 っ た．今回 は沖縄本島で採 取した サ ン プル か ら分離 した好

アル カ リ性微生物の 特性に つ い て 検討 した の で 帳告する。
【方法葦菌の 分離源 として沖縄本島の 陸上お よび サ ン ゴ 礁域 で採取 したik　t，
な種類の サン プル を用い た。好 アル カ リ性微生物の 分 離は pHlO に 調整し

たグル コ
ー

ス 、酵母 エ キ ス、ポ リペ ブ Fン 等を含 む寒天平板培地 を用 い て

行 っ た。培養液中の 乳酸は、高速液体 ク ロ マ トグラ フ t一と酵素キ ッ トに

より定 量 した。
【結果】沖 縄本島内で採取 した菌 をス ク リ

ー
ニ ン グした結果、好アル カ リ性

微生物 として 多数の株 を分 離 した，得 られ た分離 株の い くつ か は グル コ ー
ス の他 に 、フラク ト

ー
ス 、ス ク ロ

ー
ス、マ ン ノ

ー
スな ど種 te の 糖を代謝 し、

乳酸を生産 した。乳酸 の 高濃度生産に つ い て も検 刮したの で報告する。
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